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●
は
じ
め
に

近
年
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
農
産
物
加
工
、

飼
料
生
産
、
食
品
流
通
な
ど
の
分
野
で

外
資
の
参
入
が
相
次
い
で
い
る
。
Ｏ
Ｄ

Ａ
に
よ
る
技
術
支
援
の
案
件
も
増
加
し

て
い
る
。
こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
の

発
展
に
対
す
る
海
外
の
注
目
の
高
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
コ
メ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

水
産
品
な
ど
は
世
界
的
に
も
高
い
シ
ェ

ア
を
誇
り
、現
在
交
渉
中
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
の

締
結
後
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
産
の
農
水
産

物
の
更
な
る
市
場
拡
大
も
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
人
口
九
〇
〇
〇
万
人
の
国
内
市

場
の
存
在
も
食
品
産
業
の
企
業
に
と
っ

て
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

本
特
集
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
と
農

村
の
現
状
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
と

の
通
商
協
定
締
結
以
降
、
縫
製
や
履
物

な
ど
の
労
働
集
約
型
製
造
業
が
成
長
す

る
一
方
で
、
農
業
部
門
で
も
生
産
性
と

輸
出
額
が
と
も
に
飛
躍
的
に
成
長
し
、

東
南
ア
ジ
ア
の
一
大
農
業
国
と
評
価
さ

れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
輸
出
産
品
を
生
産
し
て
い

る
の
は
主
に
南
部
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
や

中
部
高
原
な
ど
一
部
の
地
域
で
あ
り
、

多
く
の
地
域
で
は
狭
い
農
地
で
自
給
的

な
農
業
が
営
ま
れ
、
兼
業
農
家
の
比
率

も
高
ま
っ
て
い
る
。
農
業
は
地
域
や
産

物
に
よ
る
差
異
が
大
き
な
部
門
で
あ
り
、

そ
し
て
、
農
村
の
様
相
も
地
域
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
わ
ず
か
ひ
と
世
代
前
ま
で
ベ

ト
ナ
ム
の
農
民
が
困
窮
に
あ
え
い
で
い

た
と
い
う
事
実
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
三
〇
年
足
ら
ず
と
い
う
短
期
間
の

大
き
な
変
化
は
、
農
業
の
技
術
革
新
の

み
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
生
産
・
流
通
組
織
、
農
産
物
市
場

や
労
働
市
場
、
そ
し
て
政
策
の
変
化
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は
、

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
経
済
の
高
度
成

長
と
平
行
し
て
起
き
て
い
る
農
業
・
農

村
の
変
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
み

て
い
く
。

●
ド
イ
モ
イ
と
農
業

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
本
稿

で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
の
変
化

と
現
状
の
特
徴
を
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ

と
と
も
に
概
観
す
る
が
、
そ
の
前
に
、

南
北
統
一
以
降
の
現
代
史
を
簡
単
に
振

り
返
っ
て
み
た
い

⑴
。

北
部
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
南
部

は
統
一
後
の
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
農
業
合
作
社（
以
下「
合

作
社
」）
を
単
位
と
す
る
農
業
集
団
化

が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
生
産
は
す
べ
て

計
画
の
下
に
進
め
ら
れ
、
農
家
は
労
働

点
数
に
よ
り
合
作
社
か
ら
報
酬
を
受
け

て
い
た
。

し
か
し
、
計
画
に
も
と
づ
く
集
団
農

業
は
生
産
性
を
上
げ
ら
れ
ず
、
特
に
南

部
で
は
急
速
な
集
団
化
に
よ
る
混
乱
も

起
き
て
い
た
。
相
次
ぐ
天
災
も
重
な
り
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
早
く
も
食
糧

供
給
が
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
た
。
そ

の
こ
と
が
都
市
住
民
へ
の
食
料
配
給
の

停
滞
も
招
き
、
工
業
部
門
の
生
産
性
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ソ
連
や
東
欧
諸

国
か
ら
の
食
糧
援
助
の
減
少
も
困
窮
に

拍
車
を
か
け
た
。
計
画
経
済
時
代
の
ベ

ト
ナ
ム
の
経
済
状
況
は
、い
わ
ゆ
る「
リ

カ
ー
ド
の
罠
」
の
典
型
例
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
ベ
ト
ナ
ム
が
計
画
経
済
を
放

棄
し
、
ド
イ
モ
イ
路
線
に
舵
を
切
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
ひ
と
つ
の
大
き
な
要

因
は
、
農
業
生
産
の
停
滞
と
、
そ
れ
が

も
た
ら
す
国
民
生
活
の
物
質
的
な
困
窮

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
よ
り
正
確
に
は
、
計
画
経

済
時
代
の
農
業
分
野
に
お
け
る
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
部
分
的
な
導
入
が
成
果
を

挙
げ
た
こ
と
が
、
当
時
の
政
治
指
導
者

た
ち
を
ド
イ
モ
イ
に
向
か
わ
せ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
地
方

省
で
実
施
さ
れ
て
い
た
農
業
生
産
プ
ロ

セ
ス
の
一
部
を
農
家
単
位
で
行
わ
せ
る

試
み
が
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
と
、

ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
は
一
九
八
一
年
に
党

書
記
局
指
示
一
〇
〇
号
を
交
布
し
、
農

業
生
産
を
一
部
農
家
に
「
委
託
す
る
」

と
い
う
名
目
で
部
分
的
な
が
ら
も
生
産

の
自
由
化
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

そ
の
後
五
年
間
は
年
平
均
四
〇
〇
万
ト

特
集
に
あ
た
っ
て

　

―
ベ
ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
発
展
の
現
段
階
―

坂
田 

正
三

ベトナム農業・農村の今日
特　　集
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特集にあたって ―ベトナム農業・農村発展の現段階―

ン
の
食
糧
増
産
が
達
成
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ド
イ
モ
イ
開
始
後
の
一
九
八

八
年
、
党
は
生
産
・
流
通
の
全
面
的
な

自
由
化
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
し
て
一
九

九
三
年
に
は
土
地
法
を
改
正
し
、
そ
れ

ま
で
合
作
社
単
位
の
保
有
で
あ
っ
た
農

地
は
農
家
世
帯
単
位
の
保
有
（
正
確
に

は
使
用
権
の
保
有
）
と
な
っ
た
。
こ
れ

が
農
家
の
生
産
意
欲
を
刺
激
し
、
一
九

九
〇
年
代
の
大
幅
な
食
糧
増
産
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
一
九
九
七
年
か

ら
は
、
コ
メ
の
輸
出
も
開
始
さ

れ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
ベ
ト

ナ
ム
農
村
は
依
然
貧
し
か
っ
た

も
の
の
（
一
九
九
八
年
の
貧
困

比
率
は
三
七
％
）、
困
窮
の
影

は
徐
々
に
薄
ら
い
で
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ

り
、
農
業
生
産
の
単
位
と
し
て

だ
け
で
な
く
行
政
機
関
、
政
治

決
定
の
単
位
と
し
て
機
能
し
て

い
た
合
作
社
は
そ
の
役
割
の
多

く
を
失
っ
た
。
合
作
社
の
ほ
と

ん
ど
は
、
灌
漑
管
理
な
ど
農
業

に
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
組
織
に
そ
の
機
能
を
縮
小

さ
せ
た
。

●
二
〇
〇
〇
年
代
の
質
的

　

転
換

個
人
の
生
産
意
欲
に
訴
え
か

け
た
農
業
の
「
改
革
」
が
も
た

ら
し
た
も
の
は
、
農
家
に
と
っ

て
手
っ
取
り
早
い
、
肥
料
や
農

薬
の
多
投
入
型
の
農
業
の
浸
透

で
あ
っ
た
。
面
積
あ
た
り
の
化

学
肥
料
の
平
均
投
入
量
は
、
一
九
九
〇

年
代
の
一
〇
年
間
で
約
三
倍
増
加
し
て

い
る
。

一
九
九
〇
年
代
が
こ
の
よ
う
な
量
的

拡
大
期
で
あ
っ
た
一
方
で
、
二
〇
〇
〇

年
代
は
質
的
な
転
換
に
よ
り
農
業
生
産

が
拡
大
し
て
い
く
。
図
１
は
、
耕
作
面

積
と
耕
作
作
物
の
生
産
額
（
図
左
側
）

お
よ
び
コ
メ
の
生
産
量
（
図
右
側
）
の

推
移
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
九
九
〇
年
の

値
を
一
〇
〇
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
ま

で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら

も
分
か
る
と
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
る
と
、
工
業
用
地
が
急
拡
大
し
て
い

く
影
響
も
あ
り
、
土
地
の
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
が
ほ
ぼ
消
滅
し
、
耕
作
作
物
全
体
で

も
耕
作
面
積
の
増
加
は
緩
や
か
に
な
り
、

コ
メ
の
生
産
面
積
は
は
っ
き
り
と
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
耕
作
作
物

の
生
産
額
と
コ
メ
の
生
産
量
は
順
調
な

成
長
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
土
地
生
産
性
の
向
上
は
、

技
術
進
歩
や
付
加
価
値
の
高
い
商
品
作

物
へ
の
転
換
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
著
名

な
農
業
経
済
学
者
ダ
ン
・
キ
ム
・
ソ
ン

の
分
析
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
の

一
〇
年
間
の
農
業
生
産
の
成
長
要
因
の

五
八
％
は
肥
料
の
投
入
増
、
二
五
％
は

農
地
拡
大
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
一
方

で
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
五
年
の
成
長

要
因
の
う
ち
、
肥
料
投
入
増
と
農
地
拡

大
に
よ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か

三
・
八
％
と
五
・
八
％
に
す
ぎ
な
か
っ

た
と
い
う
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
り
、
党
は
急
速

な
工
業
化
と
農
業
の
役
割
縮
小
を
目
標

と
し
て
掲
げ
た
。
二
〇
〇
一
年
の
党
大

会
で
は
、
当
時
二
四
％
あ
っ
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
占
め
る
農
業
の
割
合
を
二
〇
〇
五
年

ま
で
に
二
〇
％
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

一
五
％
に
ま
で
低
下
さ
せ
る
と
い
う
目

標
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
世
界
的

な
食
料
需
要
の
伸
び
に
よ
る
農
産
品
輸

出
の
増
加
は
予
想
を
上
回
り
、
二
〇
一

三
年
末
時
点
で
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
農

業
の
割
合
は
一
九
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。ま

た
、
近
年
の
農
産
物
輸
出
の
新
た

な
傾
向
は
、
対
中
国
輸
出
の
著
し
い
伸

び
で
あ
る
。
た
と
え
ば
果
物
（
主
に
ド

ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
）
は
二
〇
〇
二
〜
一

二
年
の
一
〇
年
間
に
輸
出
額
が
約
九
倍

増
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭

ほ
と
ん
ど
輸
出
の
な
か
っ
た
コ
メ
の
輸

出
額
は
二
〇
一
二
年
に
は
九
億
ド
ル
と

な
り
（
過
去
一
〇
年
で
七
五
倍
増
！
）、

中
国
が
最
大
の
コ
メ
輸
出
相
手
国
と
な

っ
た
。

●
大
き
な
地
域
差

ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
に
長
い
国
土
を
持
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図 1　ベトナム農業の土地生産性

（注）「労働力」は農林業従事者数。
（出所）参考文献①、13 ページ。
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ち
、
歴
史
的
な
経
緯
か
ら
農
村
の
社

会
構
造
も
多
様
で
あ
る
た
め
、
農
業

生
産
の
地
域
差
が
大
き
い
。
特
に
そ

の
差
は
農
家
あ
た
り
の
耕
作
面
積
に

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
表
１
は
ベ
ト

ナ
ム
全
国
を
六
地
域
に
分
け
、
そ
の

農
地
利
用
の
状
況
を
み
た
も
の
で
あ

る
。
コ
メ
の
二
大
産
地
は
南
部
の
メ

コ
ン
デ
ル
タ
と
北
部
の
紅
河
デ
ル
タ

で
あ
る
が
、
こ
の
二
地
域
は
非
常
に

対
照
的
で
あ
る
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
で

は
一
割
を
超
え
る
コ
メ
生
産
世
帯
が

二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
耕
作
面
積
を

有
す
る
。
そ
の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
稲
作
の
機
械
導
入
が
最
も
進
ん
で

お
り
、
一
〇
〇
％
近
い
農
地
で
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
田
起
こ
し
と
コ
ン
バ

イ
ン
収
穫
機
に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ

れ
て
い
る
。

一
方
、
紅
河
デ
ル
タ
で
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
農
地
で
コ
メ
を
生
産
す

る
農
家
の
割
合
は
一
％
に
届
か
ず
、

六
〇
％
を
超
え
る
コ
メ
生
産
農
家
は

〇
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
さ
な

生
産
規
模
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
メ

の
単
収
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
六
ト

ン
を
越
え
る
驚
異
的
な
高
さ
で
あ
り
、

こ
の
地
域
で
は
狭
い
農
地
で
集
約
的

な
コ
メ
作
り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
地
域
で
も
、
中
部

高
原
と
南
東
部
の
耕
地
面
積
当
た
り
の

生
産
額
が
高
い
。
中
部
高
原
で
は
主
に

輸
出
向
け
作
物
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

型
農
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
一
大
消
費
地

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
を
抱
え
る
東
南
部
で
は
、

果
物
や
野
菜
な
ど
の
生
産
が
高
い
付
加

価
値
を
生
ん
で
い
る
。
北
部
山
岳
、
中

部
沿
岸
の
両
地
域
は
、
山
が
ち
で
森
林

面
積
の
割
合
が
高
く
、
農
業
の
生
産
性

は
低
い
。
メ
コ
ン
デ
ル
タ
は
、
エ
ビ
や

ナ
マ
ズ
と
い
っ
た
水
産
品
の
養
殖
に
当

て
ら
れ
る
面
積
の
割
合
が
高
い
点
が
ひ

と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

●
農
村
就
労
の
変
化

成
長
著
し
い
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

経
済
発
展
の
初
期
段
階
で
農
村
人
口
比

率
の
急
速
な
低
下
を
経
験
し
た
。
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
先
発
工
業
国
や
中
国
で
は
、
一

人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
〇
〇
〇
ド
ル
を

超
え
る
頃
に
は
農
村
人
口
比
率
は
六

〇
％
前
後
に
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し

ベ
ト
ナ
ム
は
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一

五
〇
〇
ド
ル
を
超
え
た
二
〇
一
三
年
時

点
で
も
農
村
人
口
比
率
は
七
〇
％
を
維

持
し
て
い
る
（
同
様
に
、
タ
イ
も
農
村

人
口
比
率
の
減
少
速
度
が
遅
か
っ
た
）。

数
の
上
で
は
、
過
去
一
〇
年
間
で
二
〇

〇
万
人
以
上
の
純
増
で
あ
る
。

一
方
、「
農
業
を
主
た
る
収
入
源
と

す
る
労
働
人
口
」（
自
営
農
業
者
、
雇

用
労
働
者
も
含
む
。
以
下
「
農
業
労
働

人
口
」）
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
労
働

人
口
総
数
の
四
九
％
に
ま
で
低
下
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
一
〇
年
間
で
一
六

ポ
イ
ン
ト
も
の
低
下
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
農
村
だ
け
の
数
字
を
み
る
と
、
農

業
労
働
人
口
は 

同
じ
一
〇
年
間
で
四

〇
〇
万
人
以
上
、
割
合
で
は
二
〇
ポ
イ

ン
ト
も
減
少
し
て
い
る
。

農
村
の
人
口
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず

農
業
労
働
人
口
が
大
き
く
減
少
し
て
い

る
と
い
う
こ
の
デ
ー
タ
は
、
農
村
で
非

農
業
雇
用
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
地
域

差
を
み
る
と
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
の
一

〇
年
間
で
、
紅
河
デ
ル
タ
と
東
南
部
と

い
う
、
工
業
化
の
最
も
進
ん
だ
地
域
の

農
村
で
農
業
か
ら
工
業
部
門
・
サ
ー
ビ

ス
部
門
へ
の
シ
フ
ト
が
顕
著
で
あ
っ
た

（
表
２
）。
工
業
化
の
波
は
農
村
に
も
確

実
に
及
ん
で
お
り
、
農
村
と
都
市
、
あ

る
い
は
農
業
と
工
業
と
い
っ
た
二
重
経

済
論
的
な
視
点
で
現
状
を
理
解
す
る
こ

と
の
限
界
を
示
し
て
い
る
。

農
村
の
労
働
力
を
吸
収
し
て
い
る
の

は
、
主
に
三
つ
の
非
農
業
部
門
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
農
村
雑
業
で
あ
る
。
農
村
居

住
者
の
所
得
が
上
が
る
と
、
家
を
建
て

替
え
た
り
バ
イ
ク
を
購
入
し
た
り
す
る
。

そ
の
た
め
、
農
村
で
も
大
工
、
電
気
工

事
、
バ
イ
ク
修
理
と
い
っ
た
技
術
者
の

農地面積
（1000ha）

土地利用（%）
農家世帯数

生産面積別農家世帯の
割合（%） コメ生産

世帯数

生産面積別農家世帯の
割合（%）

生産面積
1haあたり
の生産額
（mill.VND）

コメ単収
（t/ha）

単年性作物（うちコメ）多年生作物 森林 水産養殖 0.2ha以下 2ha以上 0.2ha以下 2ha以上

全国 26,226.4 24.5 （15.7） 14.1 58.6 2.6 11,948,261 34.7 6.2 9,271,194 50.0 2.3 72.2 5.5

紅河デルタ 1,405.4 49.1 （44.1） 6.4 36.9 7.3 3,136,734 59.5 0.1 2,896,436 64.8 0.03 94.3 6.1

北部山岳 7,264.1 16.5 （7.3） 5.1 78.0 0.4 2,142,383 28.2 4.7 1,913,797 58.1 0.5 39.9 4.6

中部沿岸 7,424.6 17.9 （9.4） 7.1 74.0 0.7 3,006,663 36.3 2.9 2,561,883 53.4 0.2 57.3 5.1

中部高原 4,825.9 17.7 （3.5） 22.8 59.4 0.2 904,645 6.5 23.2 385,935 37.8 1.1 67.2 4.8

東南部 1,902.0 16.6 （9.5） 54.6 27.0 1.4 624,618 18.8 19.8 147,817 12.4 5.6 84.4 4.5

メコンデルタ 3,404.4 60.3 （56.6） 16.5 9.1 22.6 2,133,218 19.0 10.1 1,365,326 8.5 13.4 91.1 5.5

表１　農業の地域差

（注）コメ単収は 2010 年のデータ。それ以外は 2011 年のデータ。
（出所）参考文献①、15 ページ。
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需
要
が
高
く
な

る
。
ベ
ト
ナ
ム
農

村
の
家
内
企
業
で

最
も
数
が
多
い
の

が
「
自
動
車
・
バ

イ
ク
等
販
売
・
修

理
」
で
あ
る
。
雑

貨
屋
や
食
堂
も
増

え
る
。
二
〇
〇
七

年
の
デ
ー
タ
で
は
、

農
村
で
二
〇
〇
万

人
以
上
が
家
内
企

業
で
サ
ー
ビ
ス
部

門
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
。

次
に
、
農
村
内

の
小
規
模
な
製
造

業
の
家
内
企
業
で

あ
る
。
特
に
紅
河

デ
ル
タ
地
域
で
は
、

小
規
模
な
製
造
業

が
集
積
し
た
「
専

業
村
」
が
一
〇
〇

〇
村
以
上
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
、

他
の
農
村
か
ら
の

出
稼
ぎ
労
働
者
も

吸
収
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、

工
業
団
地
の
農
村

へ
の
分
散
立
地
に

よ
る
雇
用
増
加
で
あ
る
。
特
に
二
〇
〇

〇
年
以
降
は
、
賃
金
の
上
昇
、
ス
ト
ラ

イ
キ
の
頻
発
、
環
境
汚
染
と
い
っ
た
問

題
を
嫌
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
地
場
資
本
の
デ

ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
、
農
村
部
や
地
方
都

市
で
積
極
的
に
工
業
団
地
を
建
設
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
工
業
団
地
の
企
業
に

バ
イ
ク
、
あ
る
い
は
企
業
が
提
供
す
る

通
勤
バ
ス
で
働
き
に
出
る
主
に
若
年
層

が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

●
変
わ
り
ゆ
く
ベ
ト
ナ
ム
農
業
・

農
村

一
部
の
少
数
民
族
居
住
地
域
を
除
け

ば
、
ベ
ト
ナ
ム
農
村
が
「
農
業
生
産
性

が
低
い
ゆ
え
に
貧
し
い
」
と
い
う
時
代

は
概
ね
去
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
問
題
が
全
く

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
具
体
的

な
諸
問
題
の
指
摘
は
本
特
集
の
各
論
に

譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
各
論
で
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
ひ
と
つ

触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
農
村
内
の
所
得
格
差
の
問
題

で
あ
る
。
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る

大
規
模
家
計
調
査
（
Ｖ
Ｈ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
）
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
農
村
の
所
得
最
上
位

五
分
位
と
最
下
位
五
分
位
と
の
間
の
平

均
所
得
の
差
は
、
二
〇
〇
二
年
の
六
倍

か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
八
倍
に
拡
大
し

て
い
る

⑵
。
一
方
、
都
市
・
農
村
間
の

格
差
は
、
平
均
所
得
だ
け
を
み
れ
ば
同

時
期
に
二
・
五
倍
か
ら
一
・
九
倍
ま
で

縮
小
し
て
い
る
。
都
市
、
農
村
と
も
に

所
得
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
た
め
、
平

均
所
得
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
危
険
で

あ
る
が
、
都
市
・
農
村
格
差
だ
け
で
な

く
、
農
村
内
で
の
格
差
拡
大
と
い
う
社

会
構
造
の
変
化
に
も
今
後
注
目
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

格
差
の
要
因
は
、（
特
に
南
部
で
は
）

農
地
を
拡
大
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、

そ
し
て
農
業
以
外
の
所
得
機
会
へ
ア
ク

セ
ス
で
き
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
こ
れ

ら
の
差
は
平
地
と
山
地
と
い
っ
た
地
域

間
だ
け
で
な
く
、
同
一
地
域
内
で
も
生

じ
て
い
る
。
こ
の
格
差
を
形
成
す
る
要

因
は
何
な
の
か
（
人
的
資
本
な
の
か
社

会
関
係
資
本
な
の
か
、
あ
る
い
は
労
働

市
場
の
変
化
な
ど
の
外
部
要
因
か
）
と

い
っ
た
問
題
は
、
今
後
検
証
の
余
地
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
、

農
業
、
農
村
、
農
民
の
「
三
農
問
題
」

を
解
決
し
よ
う
と
、
所
得
向
上
、
農
村

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
環
境
保
護
な
ど
総
合

的
な
開
発
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

急
速
な
都
市
へ
の
人
口
流
入
の
抑
制
が

ひ
と
つ
の
目
的
で
あ
る
が
、
農
村
部
へ

の
補
助
金
の
非
効
率
な
バ
ラ
マ
キ
と
い

う
批
判
も
耳
に
す
る
。
政
策
の
恩
恵
が

不
平
等
に
分
配
さ
れ
れ
ば
格
差
を
さ
ら

に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
農
村
の
草

の
根
レ
ベ
ル
で
の
行
政
能
力
の
近
代
化

も
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
農
村
の
課
題
で
あ

る
。

（
さ
か
た　

し
ょ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

東
南
ア
ジ
ア
Ⅱ
研
究
グ
ル
ー

プ
）

《
注
》

⑴
本
稿
の
デ
ー
タ
や
参
照
し
た
先
行
研

究
に
関
す
る
情
報
の
出
所
は
、
注
⑵

の
デ
ー
タ
を
除
き
、
参
考
文
献
①
を

参
照
の
こ
と
。

⑵
統
計
総
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.gso.gov.vn/default_en.as

px?tabid=483&
idm

id=4&
Item

I
D
=14844

）。

《
参
考
文
献
》

①
坂
田
正
三
「
高
度
経
済
成
長
下
の
ベ

ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
―
ベ
ト
ナ
ム
農

業
・
農
村
発
展
の
「
新
段
階
」
―
」

坂
田
正
三
編
『
高
度
経
済
成
長
下
の

ベ
ト
ナ
ム
農
業
・
農
村
の
発
展
』
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
。

全国 紅河デルタ 北部山岳 中部沿岸 中部高原 東南部 メコンデルタ

2001年  2011年 2001年  2011年 2001年  2011年 2001年  2011年 2001年  2011年 2001年  2011年 2001年  2011年

農業 79.6 59.6 77.1 42.6 90.7 79.8 80.8 62.7 91.9 85.3 61.3 36.1 79.2 62.2

工業 7.4 18.4 10.8 31.3 2.4 8.5 7.0 15.5 1.6 3.0 14.8 31.5 5.8 14.3

サービス 11.5 20.5 11.6 25.2 6.7 11.5 11.0 20.5 6.2 11.4 19.1 12.3 12.6 21.3

表 2　農村部における就労構造（地域別 単位：％）

（出所）参考文献①、19 ページ。

特集にあたって ―ベトナム農業・農村発展の現段階―


